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Figure4: Imaging Masscytometryを用いたホジキンリンパ腫の染色像を示す（上 ; ある因子が陰性の患者、下 ; ある因子
が陽性の患者）。赤は腫瘍細胞を示す。A,B,E,F はそれぞれある２つのマーカーを示す 2色の画像、C,G はある５つのマー
カーを示す５色の画像、D,H はMultiplex Image を示す。陰性症例では水色で示す細胞が増加しているのに対し、陽性
症例で白色の細胞が増加している。
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 Figure 2: ホジキンリンパ腫、反応性リンパ節の single-cell 
RNAseq データを用いたクラスタリング解析の結果（tSNE）
を示す。それぞれのドットは一つの細胞を示している。円内
ののクラスターは、cHL 特有のクラスターである

Figure 3. ナイーブ T細胞を細胞株の培養上清と共培養
した後の特定の T細胞サブセットの割合を示す。cHLの
培養上清との培養で有意に特定の T細胞が増加している。
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Figure 1: A):ホジキンリンパ腫（cHL) の HRS細胞に対するマルチカラー染色を
用いた flow cytemetricsorting strategyを示す。ゲート内の細胞は、HRS 細胞を示し
ている。 B: cytespinで得られた Sortされた HRS 細胞（ギムザ染色）。C) Sortされ
たHRS 細胞に対する、コピーナンバー解析（染色体２）の結果を示す。 Loss (CN = 1)
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